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日
本
で
も
有
数
の
養
殖
魚
の
産
地
、
愛
南
町
。

　

産
地
を
守
り
、
よ
り
安
全
な
魚
を
食
卓
に
届
け
よ
う
と
、
漁
協
と
役
場
、
愛

媛
大
学
が
協
力
し
て
魚
の
病
気
診
断
や
赤
潮
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

魚
病
も
赤
潮
も
養
殖
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
で
す
。
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
い
か
に
早
く
正
確
な
情
報
を
養
殖
業
者
に
届
け
る
か
。
現
場
で
は

絶
え
間
な
い
努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
フ
ォ
ー
カ
ス

魚
病
診
断
・
赤
潮
調
査魚

の
病
気
診
断
し
ま
す

　

愛
南
町
役
場
西
海
支
所
の
1
階
に

設
け
ら
れ
た
「
魚
病
診
断
室
」。
常

駐
す
る
漁
協
の
職
員
が
養
殖
業
者
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
ば
か
り
の
数
匹

の
マ
ダ
イ
の
稚
魚
を
手
際
よ
く
さ
ば

き
、
エ
ラ
や
臓
器
の
一
部
を
採
取
し

て
顕
微
鏡
を
覗
き
ま
す
。
養
殖
業
者

が
新
し
い
稚
魚
を
入
れ
た
と
き
に
、

病
気
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
寄
生
虫

が
つ
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る
「
健

康
診
断
」
の
光
景
で
す
。

　

魚
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
病
気
に

か
か
り
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と

他
の
魚
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
魚
類

養
殖
の
場
合
、
同
じ
い
け
す
に
数
百

尾
か
ら
数
万
尾
の
魚
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
一
旦
、
病
気
が
流
行
る
と
大

き
な
被
害
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
病
気
の
流
行
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
ご
う
と
行
わ
れ
て
い

る
の
が
魚
病
診
断
で
す
。
愛
南
町
の

魚
病
診
断
を
一
手
に
担
う
「
魚
病
診

断
室
」
で
は
、
役
場
水
産
課
の
職
員

と
愛
南
漁
協
の
職
員
が
常
駐
し
て
、

養
殖
業
者
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
死
魚

を
解
剖
し
、
魚
の
死
因
を
特
定
し
て

適
切
な
対
処
法
を
記
し
た
診
断
書
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

魚のエラと臓器の一部を顕微鏡で観

察し、病気の原因である寄生虫や細

菌を見つけます

養殖業者から持ち込まれた魚を診断

して結果を記入する職員。多い時に

は日に数百匹の魚が持ち込まれます
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「
頼
り
に
し
て
い
る
」

　

「
魚
病
診
断
室
」
は
平
成
19
年
に

西
海
支
所
の
一
角
を
改
装
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
養
殖

業
者
は
宇
和
島
市
に
あ
る
愛
媛
県
の

施
設
へ
魚
を
運
ん
で
魚
病
診
断
を
依

頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
搬
や
診
断

結
果
を
待
つ
時
間
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
魚
病
診
断
室
」
が
で
き
た
こ
と

で
、
養
殖
業
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　

「
す
ぐ
に
持
ち
込
め
て
、
診
断
結

果
も
そ
の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
の
で

あ
り
が
た
い
」、「
頼
り
に
し
て
い
る
」

魚
病
診
断
室
に
魚
を
持
ち
込
む
養
殖

業
者
は
口
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。

遺
伝
子
検
査 

南
水
研
と

　

魚
の
病
気
の
主
な
原
因
は
、細
菌
、

寄
生
虫
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

細
菌
と
寄
生
虫
は
「
魚
病
診
断

室
」
の
顕
微
鏡
で
確
認
で
き
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
平
成
20
年
に
設

立
さ
れ
、
同
じ
西
海
支
所
内
に
居
を

構
え
る
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
（
南
水
研
）
と
共
同
で
遺
伝

子
検
査
を
し
て
確
定
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
I
C
T
技
術
を
導

入
し
て
魚
病
診
断
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
診
断
書
の
作
成
を
容
易
に
す
る

と
と
も
に
、
診
断
結
果
を
養
殖
業
者

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

報
告
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

検査結果はその日の

うちに報告しています

魚病診断室

垣本一
か ず

真
ま

さん
（愛南漁協 水産研究普及係）
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現場フォーカス

魚病診断・赤潮調査

特集

赤
潮
発
生
事
前
に
察
知

　

赤
潮
は
海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

異
常
繁
殖
す
る
こ
と
で
、
海
が
変
色

す
る
現
象
。
赤
潮
を
形
成
す
る
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
魚

や
貝
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
死
滅
し
た
後
に
海

水
中
の
酸
素
を
大
量
に
消
費
す
る
た

め
、
海
水
の
酸
素
が
欠
乏
し
て
魚
が

死
ぬ
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

養
殖
業
者
は
赤
潮
の
発
生
を
確
認

す
る
と
餌
の
供
給
を
止
め
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
ま
す
が
、
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
誤
る
と
甚
大
な
被
害
を
こ
う

む
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

養
殖
業
者
に
と
っ
て
は
、
赤
潮
が

い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
い
る
か
、
そ

の
情
報
を
正
確
に
掴
む
事
が
事
業
の

生
死
を
分
け
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

愛
南
町
で
は
、
養
殖
業
者
、
漁
協
、

町
が
手
分
け
し
て
普
段
か
ら
町
内
の

9
地
点
の
海
水
を
汲
み
取
り
、
南
水

研
に
持
ち
込
ん
で
遺
伝
子
検
査
を
行

い
、
赤
潮
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

遺
伝
子
検
査
を
行
っ
て
い
る
南
水

研
の
社
会
連
携
推
進
機
構 

清
水
園そ

の

子こ

准
教
授
。「
か
つ
て
は
、
養
殖
業

者
が
茶
色
に
変
色
し
た
海
水
を
見
つ

け
て
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
変

色
し
た
海
水
に
は
す
で
に
相
当
の
量

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
実
は
、
海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

は
変
色
前
か
ら
徐
々
に
量
が
増
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
遺
伝
子
を
定
期
検

海中の植物プランクトンが多い水深から海水を汲み取りま

す。赤潮発生時には1日に数十カ所から海水を集めて、調査。

調査結果はその日のうちに関係者に通知されています

赤潮が発生したときには、海中の植物プラン

クトンの量を測り、最も多い水深から海水を

汲み取って調査します

南水研 社会連携推進機構 清水園
その

子
こ

准教授

「海水中のプランクトン遺伝子を定期的に検

査することで赤潮の発生を事前に察知するこ

とができます」
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安
全
な
魚
を
食
卓
に

　

町
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
魚
類
養

殖
業
。
魚
の
病
気
や
赤
潮
の
被
害

が
広
が
る
と
大
き
な
影
響
が
出
る
た

め
、
漁
協
、
町
、
愛
媛
大
学
が
連
携

し
て
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み

が
日
々
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
魚
病

診
断
や
赤
潮
調
査
の
デ
ー
タ
は
蓄
積

さ
れ
、
今
後
、
予
防
や
予
測
に
生
か

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

安
全
な
魚
を
食
卓
に
届
け
よ
う
と

関
係
者
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

査
す
る
こ
と
で
状
況
を
観
察
し
、
赤

潮
の
発
生
を
事
前
に
察
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」。

　

清
水
准
教
授
は
、
宇
和
海
全
域
で

赤
潮
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と
愛
南
町

の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
他
の
自
治

体
で
も
使
え
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
命

　

一
旦
、
赤
潮
が
で
る
と
「
魚
病
診

断
室
」
の
出
番
が
や
っ
て
き
ま
す
。

定
期
検
査
で
は
海
面
の
水
を
汲
ん
で

い
ま
す
が
「
魚
病
診
断
室
」
は
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
最
も
多
い
水
深
を

調
べ
て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
海
水
を

汲
み
取
り
ま
す
。
赤
潮
発
生
時
に
は

海
面
よ
り
そ
の
下
に
有
害
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。

　

赤
潮
の
対
策
は
、ス
ピ
ー
ド
が
命
。

職
員
は
顕
微
鏡
を
手
早
く
操
作
し
な

が
ら
、
片
手
に
持
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー

で
海
水
1
㎖
あ
た
り
に
含
ま
れ
る
有

害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
数
を
数
え
ま

す
。
結
果
は
す
ぐ
に
関
係
者
に
メ
ー

ル
で
送
信
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

職員は顕微鏡を覗いて無言で有害プランクトンを数えます。その間「魚病診断室」にはカチッカチッカチッカチッという乾いた音が響きます

調査結果はシステムに入力後、関係者に一斉に

メールで報告されます。

画面では、どこでどれくらいの有害プランクト

ンが発生しているのか、一目で確認できます

顕微鏡を巧みに操作しながら 1 ㎖あたりに含ま

れる有害プランクトンの数を数える職員

海水のサンプル。赤潮発

生時は「魚病診断室」が

海水を汲み取ってきて調

査を行います

赤
潮
調
査
の
主
な
流
れ

漁業者の方から頼られる

やりがいのある仕事です

魚病診断室

吉原勇
ゆ う

作
さ く

 主事
（愛南町 水産課）

魚病診断・赤潮調査

魚病診断室

主な業務

「魚病診断室」では魚病対策・

魚病指導のほか、養殖技術の向

上を図るための研究も行って

います。また海洋

資源の保護や調査

研究の一環として

赤潮調査を行って

います。 赤潮調査の結果は
こちらから
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　夏から初秋にかけての楽しみにナ

イトダイビングがある。文字通り暗く

なってから水中ライトの明かりを頼

りに海に潜る。「怖くないですか。」と

よく聞かれるが、怖さよりも楽しみが

先に立つ。

　昼間は砂地や岩陰に隠れていてい

る生き物が、暗くなると出てきて活動

を始めるのである。昼間とは違った顔

ぶれで、夜の海もにぎやかである。ま

た、昼間に活動する生き物も夜になる

と違った顔を見せてくれる。

　その夜の一番の思い出は、タコベラ

との出会いであった。尾びれが四角形

をしているのが特徴で、これが凧の形

に似ているので、タコベラと名前が付

いた。体長 10 ㎝ほどの小さな魚であ

る。

　普段は地味な色をしているのだが、

体全体が美しいオレンジ色に変化し

ていた。ひれを大きく広げて砂地をフ

ラフラと漂っていた。昼間はファイン

ダーに収めるのが難しいが、その夜は

楽に撮らせてもらえた。昼間とは違っ

た装いをアピールしていたのだろう

か。

（撮影地 : 瀬の浜） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.82

「カクテルドレス」

タコベラ

　御荘 B&G 海洋センタープールで、知的障害者更生

施設「いちごの里」の利用者がプール実習を行いまし

た。

　当日は施設利用者約 50 名が参加し、カヌーの体験

や水泳などを行い、歓声をあげていました。カヌーの

体験をした参加者からは、「上手く漕げた。楽しかった」

という声が聞かれました。

7/

25
「いちごの里」の利用者が
年に一度のプール実習

　御荘平山の御荘診療所敷地内で「御荘診療所夏祭り」

が行われました。メインステージでは恒例の浴衣美人

& 甚平美男コンテ

ストや愛媛大学医学

部ダンス部のダンス

ステージが行われ、

会場が一体となって

盛り上がりました。

祭りの最後には打ち

上げ花火が上がり、

訪れた人を楽しませ

ました。

　井上空
そら

さん（御荘

中２年）は「間近で

見る花火はとても迫

力があった」と笑顔

で話しました。

7/

28 御荘診療所で夏祭り

浴衣美人＆甚平美男コンテスト

愛媛大学医学部ダンス部のパフォーマンス
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　8 月の「電気使用安全月間」に合わせて南宇和電気

工事組合と四国電力、四国電気保安協会が協力して福

浦地区の独居高齢者宅を訪問し、漏電調査や電気設備

の無料点検を行いました。

　電気の使用量が多くなる夏場の電気事故を防止しよ

うと平成 15 年から毎年行われているもので、今年は

８人が参加して７世帯を訪問しました。

　訪問先では火災の原因になるコンセント周辺のほこ

りをこまめに取り除くよう注意を呼びかけました。

8/

2
夏場の電気の事故を防ごう
独居高齢者宅の電気設備を無料点検

　御荘文化センターで「いっこく堂スーパーボイスイ

リュージョン」（町教育委員会主催）が開催され、テレビ

でおなじみのいっこく堂さんによる腹話術や歌などが披

露され、会場は温かい歓声と拍手に包まれました。

　この日はスペシャルゲストのナポレオンズによるマ

ジックも披露され、会場に詰めかけた約 500 名の観覧者

は普段見る機会の少ないプロの技に驚き、大変満足して

いました。

7/

30
いっこく堂さん来町 !
笑いと歌のステージに歓声

　南レク城辺球場で、四国アイランドリー

グの公式戦、愛媛マンダリンパイレーツ対

香川オリーブガイナーズの試合が行われま

した。始球式には地元の少年野球チームか

ら３選手が登場。初めての挑戦にドキドキ

したといいますが、キャッチャーめがけて

思い切って投げこみ会場をわかせました。

　試合は５－２でマンダリンパイレーツが

逆転勝ち。愛南町で行われる年に 1 度の公

式戦で、この日を心待ちにしていた野球ファ

ンに勝利をプレゼントしました。

8/

15 マンダリンパイレーツがやってきた !

独居高齢者宅を訪問してコンセント周辺の点検を行う

南宇和電気工事組合の組合員さん

人形を使って腹話術を披露するいっこく堂さん

マンダリンパイレーツの選手と並んで試合開始を待つ

愛南町少年野球クラブ「レッドファイターズ」の皆さん
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

”
篠
山
“
で
つ
な
が
る
交
流
事
業

　

昨
年
８
月
に
愛
南
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を

し
た
兵
庫
県
篠
山
市
か
ら
小
学
生
24
人
が
愛

南
町
に
や
っ
て
き
て
２
泊
３
日
の
日
程
で
町

内
の
小
学
生
と
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
町
内

に
あ
る
「
篠
山（
標
高
１
，０
６
４
ｍ
）」
と
い
う
山
、
そ

し
て
篠
山
市
内
の
小
中
学
校
と
同
名
の
日
本
一
長
い
名

称
の
「
高
知
県
宿
毛
市
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
篠
山

小
中
学
校
組
合
立
篠
山
小
学
校
・
中
学
校
」
と
い
う
学

校
で
す
。

　

交
流
事
業
２
日
目
は
海
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
篠
山
市
は
兵
庫
県
の
中
東
部
に
位
置
し
て

海
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
海
で
遊
ぶ
経
験
は

少
な
い
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
内
海
中
学

校
が
行
っ
て
い
る
海
学
習
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
に
。
町
内
か
ら
は
篠
山
、
家
串
、
柏
の
３

小
学
校
か
ら
５
、
６
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
バ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
チ
ー
ム
を

作
り
、
中
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
な
が
ら

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
初
日
は
篠
山
市
小
学
生
を

篠
山
小
学
校
の
全
校
児
童
16
名
が
迎

え
、
地
域
の
紹
介
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
友
情
を
育
み
ま
し
た
。

　

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に
挑

戦
し
た
三み

角す
み

康こ
う

真ま

く
ん
（
八

上
小
４
年
）
は
「
サ
ン
ゴ
や

青
色
の
熱
帯
魚
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
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⑴土地・建物 （平成28年度末現在）

区　分 土　地 建　物

本庁舎 11,314.88㎡ 7,505.25㎡

その他の
行政機関

消防施設 13,197.49㎡ 5,952.77㎡

その他の施設 414,265.63㎡ 20,997.53㎡

公共用
財産

学校 254,901.47㎡ 68,080.20㎡

公営住宅 82,705.85㎡ 37,010.36㎡

公園 110,009.00㎡ 474.43㎡

その他の施設 483,621.12㎡ 97,875.84㎡

宅地 110,391.19㎡ －

田畑 10,076.00㎡ －

山林 19,252,230.46㎡ －

その他 87,176.86㎡ 4,631.68㎡

合計 20,829,889.95㎡ 242,528.06㎡

区　分 現在高

財政調整基金 45億6,512万9千円

減債基金 6億270万円 

地域福祉基金 7億5,489万円 

公共施設整備基金 11億5,136万1千円 

文化振興基金 1,026万8千円 

地域振興基金 2億4,987万4千円 

ふるさと創生基金 8,213万4千円 

公営住宅建設基金 1,034万4千円 

水資源対策基金 2億5,442万6千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円

人材育成基金 6,705万8千円

（平成28年度末現在）

会　計
現在高

地方債 一時借入金

一般会計 218億6,528万7千円 －

簡易水道特別会計 15億2,789万円 －

小規模下水道特別会計 8億5,490万1千円 －

浄化槽整備事業特別会計 1億8,542万円 －

上水道事業会計 20億3,724万5千円 －

計 264億7,074万3千円 －

※基金現在高を町民１人当たりに換算する

と、約50万3千円になります。

※地方債現在高を町民１人当たりに換算する

と、約118万4千円になります。

（平成29年3月31日現在の住民基本台帳人

口22,349人により算出）

⑵動産

区　分 現在高

深浦浮桟橋 1個

青桐桟橋 1個

⑶工作物

区　分 現在高

浄化槽 729基

⑷無体財産権

区　分 現在高

商標権 5件

⑸出資金・出捐金

6億4,930万5千円

愛南町の財産、地方債および一時借入金の状況を公表します
1　財産の状況（平成28年度末現在）

区　分 現在高

産業振興基金 1億2,050万4千円

諏訪公園管理基金 433万6千円

西海ストックヤード管理基金  2,053万5千円

肉用牛貸付基金 1,932万6千円

高齢者等肉用牛貸付基金 723万円

地域活性化基金 27億6,000万円

ふるさとづくり基金 3億1,386万7千円

土地開発基金 1億245万4千円

国民健康保険財政調整基金 5,351万円

介護保険給付費準備基金 4,685万9千円

計　　　　　112億4,640万6千円 

⑹基金

2　地方債・一時借入金の状況（平成28年度末現在）
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

え
ひ
め
国
体
「
愛
南
町
の
火
」
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

問合せ 　総務課 ℡７２ ―１２１１

生
涯
学
習
課
か
ら

　

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
で
は
、

大
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
総
合
開
会

式
が
行
わ
れ
る
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ

ア
ム
に
火
が
灯
さ
れ
ま
す
。
こ
の
火

は
炬き

ょ

火か

と
い
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

い
う
「
聖
火
」
に
当
た
る
も
の
で
、

愛
媛
県
下
の
各
市
町
で
採
火
さ
れ

た
炬
火
を
一
つ
に
し
て
誕
生
さ
せ
ま

す
。

　

愛
南
町
で
も
採
火
を
行
い
、「
愛

南
町
の
火
」（
炬
火
）を
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。
今
年
の
１
月
か
ら
３
月
の

間
に
名
前
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

４
１
６
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
に
山
野
井
和か

ず

明あ
き

さ
ん（
福
浦
）の

作
品
が
選
ば
れ
、
御
荘
夏
ま
つ
り
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀
賞

に
は
上
甲
未み

波な
み

さ
ん（
応
募
時
：
御

荘
中
３
年
）と
喜
田
愛あ

い

梨り

さ
ん（
同
：

篠
山
中
２
年
）の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞　

「
愛
媛
・
愛
南
・
愛え

顔が
お

の
火
」
：
山
野
井
和
明
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

「
未
来
へ
と
愛え

顔が
お

を
つ
な
ぐ
愛
南
の
火
」
：
上
甲
未
波
さ
ん

　
　
　
　
　
　

「
愛え

顔が
お

の
輪
み
ん
な
で
広
げ
る
愛
南
の
火
」
：
喜
田
愛
梨
さ
ん

問
合
せ　

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

総
務
課
か
ら

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
か
ら
公

表
・
提
供
さ
れ
る
情
報
以
外
に
知
り

た
い
情
報
が
あ
る
と
き
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
町
が

保
有
す
る
「
公
文
書
」
を
開
示
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
で

は
、
町
が
保
有
す
る
本
人
の
個
人
情

報
を
本
人
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
開

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
町
政
の
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
い
、
町
政
に
対
す
る
理
解
度
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
開
示
方
法

　

公
文
書
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
に

よ
り
開
示
し
ま
す
。

○
手
続
方
法

　

開
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務

課
に
あ
る
「
公
文
書
開
示
請
求
書
」

ま
た
は
「
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
28
年
度
の
運
用
状
況（
左
表
）

1　公文書の開示請求者数および開示状況

部局 請求者数
決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 14 10 3 1

教育
委員会

0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0

議会 0 0 0 0

計 14 10 3 1

2　本人の個人情報に係る開示請求者数
　  および開示状況

部局 請求者数
決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 1 0 0 1
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Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
放
送
し
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

若わ
か

紫し

乃の

の
会
か
ら
寄
附

南
高
生
が
養
殖
業
を
体
験 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます

保
健
福
祉
課
か
ら

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
役

立
て
る
た
め
、
希
望
世
帯
・
事
業
所

を
対
象
に
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
か
ら
ラ

ジ
オ
体
操
を
放
送
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
放
送
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
・

事
業
所
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

放
送
時
間　

午
前
10
時

　
（
土
日
は
放
送
し
ま
せ
ん
）

放
送
内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
第
１

問
合
せ 

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

総
務
課
か
ら

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
政
府
が
運

営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）の
個

人
専
用
ペ
ー
ジ
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
行
政
機
関
な
ど

が
持
っ
て
い
る
自
分
の
特
定
個
人
情

報
を
確
認
し
た
り
、
個
人
向
け
の
お

知
ら
せ
を
受
信
す
る
こ
と
な
ど
が
で

き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
愛
南
町
役
場
本
庁
舎
に
は

必
要
機
器
を
備
え
た
専
用
端
末
を
設

け
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
も
必
要
）

を
持
参
し
て
い
た
だ
く
と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
関
し
て
詳
し

く
は
内
閣
府
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

h
ttp

://w
w

w
.c

a
o
.g

o
.jp

/

b
a
n
g
o
u
seid

o
/m

y
n
a
/

問
合
せ 

　

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

学
校
教
育
課
か
ら

　

日
本
舞
踊
「
若
紫
乃
の
会（
前
田

ア
イ
子
会
主
）」
主
催
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー「
若
紫
乃
の
会
発
表
会
」が

開
催
さ
れ
、集
ま
っ
た
５
０
，１
１
９

円
の
募
金
が
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
町
教
育
委
員
会

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

水
産
課
か
ら

　

８
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
南
宇
和

高
校
の
生
徒
が
町
内
の
魚
類
養
殖
会

社
に
勤
め
て
職
業
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

養
殖
業
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
い

高
校
側
と
水
産
業
に
携
わ
る
若
い
人

材
の
育
成
を
図
り
た
い
会
社
側
の
思

い
が
一
致
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、

今
年
が
初
め
て
の
試
み
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
安
髙
水
産
㈲
、
㈲
宇
佐
水

産
、
中
田
水
産
の
３
社
が
計
８
人
の

高
校
生
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

２
人
の
高
校
生
を

受
け
入
れ
た
安
髙
水

産（
愛
南
町
深
浦
）出

荷
班
リ
ー
ダ
ー
の
宮

本
正ま

さ

博ひ
ろ

さ
ん
は
、

「
２
人
と
も
応
用
力

が
あ
っ
て
、
期
待
し

て
い
た
以
上
の
働
き

ぶ
り
。
こ
れ
か
ら
進

学
や
就
職
を
し
て
い

く
と
き
に
、
そ
こ
に

マダイの出荷作業を行う久保田さん。1匹ずつ手でつかみ素早

く選別機のバケットに入れていきます

養
殖
業
と
い
う
選
択
肢
が
加
わ
っ
て

く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

出
荷
作
業
を
行
っ
た
久
保
田
晃こ

う

矢や

さ
ん（
南
宇
和
高
校
１
年
）は
「
作
業

は
疲
れ
る
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
が

あ
る
。
将
来
は
養
殖
の
仕
事
に
就
き

た
い
の
で
、
職
業
体
験
期
間
中
に
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
た
い
。
来
年

も
応
募
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

愛南町農業委員会委員および農地利用最適化推進委員が決まりました

町
の
養
殖
業
に
出
資 

南
予
水
産
フ
ァ
ン
ド

農業委員会から

　愛南町農業委員会の委員は、7月19日で任期満了を迎え、7月20日から3年間の任期で14名の委員が
任命されました。
　また、新たに「農地利用最適化推進委員」が設置され、21名が委嘱されました。

委　　員 農地利用最適化推進委員

役職 氏名 性別 認定
農業者

中立委員
（注1）

地域
名

地区の区域 定数 氏名 性別

和喜田　重
しげ

則
のり

男 内海地域 全域 1人   山田　　 聡
さとし

男

畑田　藤
とう

志
し

郎
ろう

男 ○

御荘
地域

御荘菊川 2人
尾﨑　光

みつ

由
よし

男

岡添　
つた

代
よ

女 山平　重
じゅうじろう

治郎 男

孝野　覚
かく

也
や

男 ○ 御荘平山、御荘長洲 1人 小川　博
ひろ

之
ゆき

男
会長職務代理者   山口　　 深

ふかし

男 ○
御荘平城、御荘和口 2人

埜下　浩
ひろ

孝
たか

男

  西口　　 孝
たかし

男 ○ 長田　玉
たま

夫
お

男

太田　憲
のり

男
お

男 ○ 御荘長月 1人 赤松　作
さく

男
お

男

土居　尚
なお

行
ゆき

男 御荘深泥、防城成川、赤水、高畑、中浦、猿鳴 1人   吉見　　 元
はじめ

男
会長   河野　　 仁

ひとし

男 ○

城辺
地域

僧都、緑甲、
緑乙、緑丙

3人
久能　忠

ただ

和
かず

男

西﨑　梅
うめ

一
いち

男 ○ 増﨑　淳
じゅんこ

子 女

尾﨑　春
はる

夫
お

男   松本　　 隆
たかし

男

田中　定
さだ

嘉
よし

男 ○
城辺甲、城辺乙 2人

髙平　幸
ゆき

和
かず

男

谷口　八
や ち よ

千代 女   船平　　 晃
あきら

男
  濵田　　 曉

あきら

男 ○ 脇本、中玉、大浜、柿ノ浦、敦盛、岩水、垣内、深浦、蓮乗寺、鯆越、古月、久良 1人 澤近　英
えい

治
じ

男

一本松
地域

正木、増田、
小山、一本松

3人
山本　哲

てつ

也
や

男

山本　洋
ひろ

文
ふみ

男

埜々下　正
まさ

男
お

男

中川、広見、
満倉、上大道

3人
佐藤　恵

けい

子
こ

女

中西　一
かず

夫
お

男

山下　延
のぶ

夫
お

男
西海地域 全域 1人 平田　重

しげ

吉
よし

男

水
産
課
か
ら

　

株
式
会
社
伊
予
銀
行
、株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構（
以
下
機
構
）、
宇
和
島
信
用
金
庫
は
「
愛
媛
県
南
予

水
産
業
創
成
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」（
南
予
水
産
フ
ァ

ン
ド
）
を
８
月
14
日
付

で
設
立
し
た
と
発
表
し

ま
し
た
。
愛
南
町
を
中

心
と
し
た
南
予
地
区
の

海
面
養
殖
業
と
水
産
加

工
業
を
対
象
に
資
金

提
供
や
人
材
育
成
を
行

い
ま
す
。
加
工
・
販
売

の
新
会
社
も
設
立
し
、

来
年
に
も
町
内
に
加
工

場
を
建
設
す
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
８
月
22
日
に

は
愛
媛
県
、
愛
南
町
、

伊
予
銀
行
、
宇
和
島
信

金
、
愛
南
漁
業
協
同
組

合
、
久
良
漁
業
協
同
組

合
、
機
構
の
７
者
が
包

括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

相
互
の
連
携
や
協
力
を
加
速
さ
せ
、
愛
南
町
で
盛
ん
な

海
面
養
殖
業
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
当
面
は
、
１
．
適
宜
の
情
報
・
意
見
交
換
、
２
．
愛

南
町
地
域
活
性
化
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
立
案
と
実
施
、

３
．
人
材
育
成
の
３
項
目
で
連
携
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

水
産
課 

℡
７
２
―

７
３
１
２

（注1）　「中立委員」は、農業委員会等に関する法
律第8条第6項に規定する、農業委員会の所
掌に属する事項に関し利害関係を有しない
委員です。

（注2）　委員及び農地利用最適化推進委員の任期
は、平成29年7月20日から平成32年7月19
日までの3年間です。

問合せ 　農業委員会 ℡７２ ―７３１１
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「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

愛
媛
の
救
急
医
療
を

　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

保
健
福
祉
課
か
ら

　

近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院
に

軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中
し
、
医
師
の

負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
安
易
な
救

急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動
回
数
が
増
加

し
、
重
症
な
患
者
さ
ん
の
搬
送
に
困
る

ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
、そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
『
愛

媛
の
救
急
医
療
を
守
る
県
民
運
動
（
愛
救

県
民
運
動
）』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』『
か
か

症状に応じた救急医療機関の役割分担

り
つ
け
歯
科
医
』
『
か
か
り
つ
け
薬
局
』

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

 

受
診
に
当
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診
療
時

間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、軽
症
の
場
合

は
、通
常
の
受
付
順
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽
い
方

は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 
症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、
ど
う
す
れ
ば
…

　

休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行
け
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
え
ひ
め

医
療
情
報
ネ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

を

参
考
に
さ
れ
る
か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休

日
当
番
医
案
内（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０ 

電
話
で
＃
８
０
０
０
を
押

す
と
つ
な
が
り
ま
す
。
利
用
時
間
帯
は
、

毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時
で
す
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

企
画
財
政
課
か
ら

　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計
調
査

で
あ
り
、
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
雇
用
政
策
、
経
済
政
策
な
ど
の
各
種
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
12
地
域
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
世
帯（
約
１
８
０
世

帯
）が
調
査
対
象
と
な
り
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
に
は
８
月
下

旬
か
ら
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
９
月
下
旬
か
ら
統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

保
健
福
祉
課
か
ら

  

松
下　

明は
る

真ま 

く
ん 

御
荘
長
洲

  

唐
田　

優ゆ

羽わ 

ち
ゃ
ん 

高
畑

  
中
野　

伽か

耶や 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

  
西
﨑　

雅
み
や
び  

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

  

エ
ル
マ
ン
月つ

き

治は
る

イ
ス
ラ
エ
ル

  　
　
　
　
　

 

く
ん 

御
荘
深
泥

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査

で
、む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳

児
健
診
で
は
26
名
の
受
診
者
の

中
で
18
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

富
岡　

心こ

春は
る 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
山

下
田　

琴こ
と

葉は 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

門
田　

陸り

暖あ
た 

く
ん 

緑
乙

野
本　

果か

鈴り
ん 

ち
ゃ
ん 

深
浦

大
瀬
良
一い

ち

護ご 

く
ん 

蓮
乗
寺

北
川　

智と
も

也や 

く
ん 

城
辺
甲

立
花　

海か
い

晴せ
い 

く
ん 

城
辺
甲

和
泉　

彩あ
や

乃の 

ち
ゃ
ん 

緑
甲

吉
田　

好た
か

海み 

く
ん 

中
泊

稲
田　

光み
つ

希き 

く
ん 

広
見

坪
﨑　

千ち

佳か 

ち
ゃ
ん 

満
倉

德
田　

魁か
い

星せ
い 

く
ん 

増
田

魚
﨑　

叶か

皐な
う 

く
ん 

平
碆
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城
辺
小
学
校
体
育
館
で
「
愛
南
町

城
辺
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
接
近
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
雨
の
中
で
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

愛
南
町
城
辺
夏
ま
つ
り

8/6

　

俳
句
あ
ん
ど
ん
が
並
ぶ
館
内
で

は
、
城
辺
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
や

愛
南
音
頭
、
空
手
道
演
武
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
も
ち
ま
き
や
戦
隊
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭

り
に
参
加
し
た
稲
田
杏あ

ん

菜な

さ
ん
（
城

辺
小
５
年
）
は
、「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
楽
し
か
っ
た
。
空
手
に
も
出
た
が

上
手
に
で
き
た
」
と
話
し
、
お
祭
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

愛南町夏祭り

イベント

　

愛
南
町
御
荘
夏
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
城
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊

の
行
進
で
幕
を
開
け
た
祭
り
は
、
鮮

や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
子

ら
が
商
店
街
を
舞
台
に
躍
動
し
、
商

店
街
を
愛
南
サ
ン
バ
一
色
に
染
め
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
で

愛
南
の
夏
を
締
め
く
く
る

御
荘
夏
ま
つ
り

8/21

は
、ナ
イ
ア
ガ
ラ
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、

レ
ー
ザ
ー
演
出
な
ど
多
種
多
様
な
花

火
が
夜
空
を
彩
り
、
訪
れ
た
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
訪
れ
た
菊
池
亜あ

美み

花か

さ

ん
（
緑
小
学
校
６
年
）
は
「
橋
の
下

か
ら
見
上
げ
る
花
火
が
き
れ
い
だ
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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船
越
地
区
で
、
２
０
１
７
シ
ー
パ
ー
ク
ふ
な
こ
し

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
ら
が
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
や
打
ち
上
げ
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
お
化
け
屋
敷
や
輪
投
げ
、
ボ
ー
ル
す
く

い
な
ど
が
登
場
し
て
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め

ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
外
泊
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
け
だ
ま
よ
し
お
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
会
場
に
ほ
ど
近
い
堤
防
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
が
船
越
湾
の
夜
空
を
彩
り
ま

し
た
。
家
族
で
訪
れ
た
倉
田
倖ゆ

き

也や

く
ん
（
久
良
小
１

年
）は「
ハ
ー
ト
型
の
花
火
も
上
が
っ
て
き
れ
い
だ
っ

た
。
ま
た
来
年
も
来
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

シ
ー
パ
ー
ク

ふ
な
こ
し
夏
祭
り

8/13

けだまよしおさんのライブ。

なーしくんも登場して会場を盛り上げました

　

第
３
回
須
ノ
川
公
園
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。公
園
内
に
は
、人
気
の
お
化
け
屋
敷
や
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
提
供
す
るS

U
N

O
C

a
fe

が

登
場
し
、
大
勢
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
元
越
海
岸
で

「
地
引
網
de
海
人
体
験
」
も
行
わ
れ
、
小
学
生
80
人

が
参
加
し
て
力
を
合
わ
せ
て
網
を
引
き
ま
し
た
。
地

引
網
は
２
回
目
と
い
う
砥
部
町
か
ら
参
加
し
た
善
家

誠ま
さ

世よ

さ
ん
（
麻
生
小
５
年
）
は
「
網
を
引
く
と
き
は

つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

須
ノ
川
公
園
ま
つ
り

7/30

　

一
本
松
プ
ー
ル
駐
車
場
周
辺
で
県
境
夏
ま
つ
り

「
一
本
松
」
が
開
催
さ
れ
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ

て
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
の
園
児
や
小
中
学
生
ら
に
よ

る
歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど
が
あ
り
、
祭
り
の
最
後
に

は
約
１
、０
０
０
発
の
打
上
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。
祭
り
に
参
加
し
た
杉
本
結ゆ

奈な

さ
ん
（
一

本
松
小
4
年
）
は
、「
花
火
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
金

魚
す
く
い
が
楽
し
か
っ
た
」
と
、
祭
り
を
楽
し
ん
だ

様
子
で
話
し
ま
し
た
。

県
境
夏
ま
つ
り

「
一
本
松
」

7/23
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

種別 管内 住宅名称及び所在地 構造
年月日 間取り 月額家賃 駐車場 地デジ

受信

公
営
住
宅

御
荘

八幡野団地A-2棟（2階26号室）
御荘平城1448番地

RC造4階建
昭和51年

3DK
52.40㎡

9,700円～
14,500円 有 ◯

猪ノ尻西団地A-1棟（1階103号室）（3階305号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
昭和52年

3DK
53.70㎡

10,800円～
16,200円 有 ◯

中浦団地（1階1号室）（1階3号室）（1階5号室）（3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

9,100円～
13,600円 有 ◯

東猪ノ尻団地南棟（3階13号室）
御荘平城2490番地3

RC造3階建
平成8年

3LDK
77.20㎡

22,300円～
33,300円 有 ◯

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

城
辺

猿田団地（3階306号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

3DK
73.98㎡ 53,000円 有 ◯

西
海

久家団地（1階3号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

3LDK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
①単身者でも申込みできる場合もありますが、世帯を有している方を優先します。
②入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。なお、入
居まで多少時間のかかる住宅もあります。

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

建
設
課
か
ら

都
市
計
画
に
関
す
る
住
民
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

「
人
権
の
窓
」
そ
の
①

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
上
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間

　

９
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

入
居
者
資
格　

（
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住

を
希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て

申
込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方
は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資

格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

⑷
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】

 

15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　

〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
先

　

各
団
地（
住
宅
）ご
と
で
の
申
込
み

と
な
り
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
で

入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ 

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

建
設
課
か
ら

　

「
愛
南
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
愛
媛
県

が
広
域
的
な
見
地
か
ら
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

る
も
の
で
す
。
現
在
の
計
画
は
平
成
23
年
10
月
に
策
定
し
ま

し
た
が
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し（
案
）に
つ
き
ま
し

て
、
住
民
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑴
住
民
説
明
会

日
時　

９
月
19
日
㈫　

19
時
〜

場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁　

２
階
第
１
会
議
室

⑵
公
聴
会

日
時　

９
月
27
日
㈬　

15
時
30
分
〜

場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁　

２
階
第
１
会
議
室

　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
は
、事
前

に
意
見
の
要
旨
な
ど
、書
面
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
公

述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
）。

問
合
せ  

愛
南
町
役
場
建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

　
　

  　

愛
媛
県
都
市
計
画
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
３
８

　

平
成
28
年
12
月
、「
部
落
差

別
の
解
消
を
推
進
す
る
法

律
」が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を

み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

８
月
に
は
、広
島
と
長
崎

で
平
和
を
願
う
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
、
お
互
い
を
認

め
合
い
、尊
重
し
合
い
な
が

ら
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

に
仲
良
く
笑
顔
で
生
活
し
て

い
く
社
会
を
構
築
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

前
述
の
法
律
の
施
行
を

鑑
み
、い
ろ
い
ろ
な
機
会
で

「
学
び
の
場
」
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

〜
人
権
啓
発
室
よ
り
〜
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

  

税
務
課
等
か
ら

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

4期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
の
振
替
日
は
毎
月

21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

│
美
し
い
街
並
み
で
お
も
て
な
し
│

９
月
は
「
屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
強
化
月
間
」
で
す

愛
│

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
課
か
ら

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る

（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ

る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納

め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

※
追
納
の
お
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
へ

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ 

町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０

　
宇
和
島
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
４
４

今
月
の

 

年
金
出
張
相
談
（
予
約
制
）

 

○
９
月
20
日
㈬

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

建
設
課
か
ら

　

今
月
開
幕
す
る
え
ひ
め
国
体
に
向

け
、
県
・
市
町
が
連
携
し
て
国
体
会

場
周
辺
、
交
通
要
所
、
観
光
地
等
の

景
観
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
信
号

機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
、
は
り
紙
等
は
違
反
広
告
物
で

す
。
景
観
美
化
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ 

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
競
技
力
向
上
を
目
指
し
「
愛
―

１

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

９
月
23
日
㈯　

受
付
11
時
45

分
〜
12
時
30
分　

競
技
開
始
13
時

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

種
目　

60
ｍ
走
、１
０
０
ｍ
走
、ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
な
わ
と
び
、
一
輪
車
競
争
、
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、60
ｍ
走
家
族
対
決

表
彰　

小
学
生
以
下
の
部
の
優
勝
者

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
、
中
学
生
以
上

の
部
の
優
勝
者
の
方
に
は
賞
状
、
リ

レ
ー
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
景
品
を
授

与
し
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈭

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

各
種
目
に
参
加
資
格
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ 　

　

生
涯
学
習
課（
愛
南
体
協
事
務
局
）

 

℡
７
３
―

１
１
１
２



p18広報あいなん 2017.9

あいなん
　　掲示板

　

県
立
中
央
病
院
の
研
修
医
に
、
愛
南

町
の
魅
力
や
地
域
医
療
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
７
月
22
日
・

23
日
に
南
宇
和
病
院
見
学
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
当
院
の
鶴
岡
院
長
が
病
院

紹
介
と
院
内
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、

辻
副
院
長
か
ら
「
愛
南
町
で
の
骨
折
予

防
の
取
組
み
」
と
し
て
、
病
院
外
で
の

予
防
教
室
活
動
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
南
町
か
ら
、
町
の
魅
力
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
本

毅
つ
よ
し

院
長
か
ら
「
在
宅
で
で
き
る
こ
と
、

在
宅
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、患
者
の
生
活
の
質
が
主
体
と
な

る
、
他
職
種
が
関
わ
る
在
宅
医
療
の
重

要
性
を
、ま
た
、正
光
会
御
荘
診
療
所
の

長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

所
長
か
ら
「
愛
南
町
の
精
神

保
健
医
療
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
、
入
院

医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心
へ
、
障

害
者
の
就
労
支
援
等
の
様
々
な
取
組
み

に
つ
い
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
当
院
の
村
上
総
合
診
療
・

地
域
包
括
医
療
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、

「
総
合
診
療
と
地
域
医
療
」
を
テ
ー
マ

に
、
患
者
の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
問
診

や
、
社
会
を
診
る
と
い
う
総
合
診
療
医

の
視
点
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
の
交
流
会
で
は
、

南
宇
和
郡
医
師
会
や
地
元
団
体
、

住
民
の
方
々
と
の
親
交
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
医
か
ら
は
、「
人
の
温
か
み

を
感
じ
る
研
修
で
し
た
」「
生
活
の

一
部
に
医
療
が
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

南
宇
和
病
院
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
な
ー
し
！

お知
らせ

　

10
月
21
日
㈯
に
第
４
回
目
と
な

る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

in 

四
国
（
愛
南
町
）

２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す
。
今
年

も
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
全
身

で
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
楽
し
め
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
揃
い
ま
し
た
。
音
・
人
・
食
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
21
日
㈯ 

　
　
　

開
場
15
時
30
分

　
　
　

開
演
16
時

場
所　

愛
南
町
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料（
税
込
）

　

全
席
指
定
６
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
６
，５
０
０
円
）

問
合
せ

　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

㏌ 

四
国（
愛
南
町
）

　
　

２
０
１
７
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
７
２
―

１
０
１
２

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

in 

四
国（
愛
南
町
）
２
０
１
７
実
行
委
員
会
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

in 

四
国
（
愛
南
町
）
２
０
１
７
を

開
催
し
ま
す

お知
らせ

なーしくん登場で研修医も大喜び！

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
か
ら

農
林
水
産
参
観
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

　

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所（
松
山

市
上
難
波
）と
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
下
伊
台
町
）で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
試
験
・
研
究
成
果
の
発
表
、
施

設
や
研
究
ほ
場
の
公
開
に
加
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
研
究
所　

農
林
水
産
参
観

デ
ー

日
時　

10
月
13
日
㈮　

８
時
30
分
〜
16
時

　
　

14
日
㈯　

８
時
30
分
〜
15
時

問
合
せ

　

農
林
水
産
研
究
所

℡
０
８
９
―

９
９
３
―

２
０
２
０

　

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
７
７
―

２
１
０
０
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宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
が
本
稼
働
し
ま
す

お知
らせ

　

５
月
か
ら
試
運
転
を
行
っ
て
い
る

広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
が
10
月
１
日
㈰

か
ら
本
稼
働
と
な
り
、10
月
２
日
㈪
か

ら
は
個
人
・
事
業
所
の
一
般
廃
棄
物

の
直
接
搬
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化

し
た
構
成
市
町
の
ご
み
処
理
施
設
に

替
わ
る
新
た
な
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
で
す
。
最
新
設
備
の
導
入
に
よ

り
、
よ
り
衛
生
的
、
効
率
的
な
ご
み

処
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

限
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
利
用
す

る
た
め
、
ご
み
焼
却
処
理
の
過
程
で

大
量
に
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
て
蒸

気
を
つ
く
り
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ

ン
を
回
し
て
発
電
す
る
設
備
と
、
50

型
の
太
陽
光
発
電
装
置
を
備
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
性
能
試
験
と
完
成
検
査
を

経
た
後
に
正
式
稼
働
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

事
業
主
体
：
宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合

構
成
市
町
：
宇
和
島
市
・
松
野
町
・

鬼
北
町
・
愛
南
町

施
設
名
称
：
宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

所
在
地
：
愛
媛
県
宇
和
島
市
祝
森
甲

３
７
９
９
番
地

敷
地
面
積 

：
約
2.9

建
物
：
熱
回
収
棟（
地
下
３
階
、
地

上
６
階
）
、
資
源
回
収
棟
（
地
下
１

階
、
地
上
３
階
）

処
理
能
力
：
熱
回
収
施
設（
ご
み
焼

却
施
設
）１
２
０
ｔ\

日（
60
ｔ\

日
×

２
炉 

24
時
間
運
転
）

　
　
　
　
　

資
源
回
収
施
設（
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）  

20
ｔ\

日（
５

時
間
運
転
）

処
理
方
式
：
熱
回
収
施
設(

ご
み
焼

却
施
設
）全
連
続
式
ス
ト
ー
カ
炉
方
式

　
　
　
　
　

資
源
回
収
施
設（
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）破
砕
・
選
別
・

圧
縮
・
梱
包
・
一
時
保
管

処
理
対
象
物
：
熱
回
収
施
設（
ご
み

焼
却
施
設)

可
燃
ご
み

　
　
　
　
　
　

資
源
回
収
施
設（
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）不
燃
ご
み
、

粗
大
ご
み
、
び
ん
類
、
缶
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

余
熱
利
用
：
廃
熱
ボ
イ
ラ（
発
電
出

力
２
，５
０
０

）

資
源
化
：
び
ん
類
・
缶
類
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
焼
却
灰
セ
メ
ン
ト
化

供
用
開
始
：
平
成
29
年
10
月
１
日

【
直
接
搬
入
】

搬
入
日
：
月
曜
日
〜
土
曜
日（
※
日

曜
日
、
祝
日
及
び
12
月
31
日
〜
１
月

３
日
は
休
み
）

搬
入
時
間
：
13
時
〜
16
時
30
分

搬
入
料
金
：
生
活
系
一
般
廃
棄
物

（
一
般
家
庭
の
ご
み
）が
10
㎏
あ
た
り

50
円

（
手
数
料
） 　

事
業
系
一
般
廃
棄
物

（
事
業
所
の
ご
み
）
が
10
㎏
あ
た
り

１
０
０
円

分
別
：「
可
燃
ご
み
」・「
不
燃
ご
み
」

に
分
別
し
、
粗
大
ご
み
以
外
は
中
身

が
見
え
る
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点
：
構
成
市
町
の
「
指
定
ご
み

袋
」
で
持
ち
込
ま
れ
て
も
手
数
料
が

必
要
で
す
。

問
合
せ

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
９
５
―

４
９
―

５
０
４
０

宇
和
島
保
健
所
か
ら

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」

の
ご
案
内

お知
らせ

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、保
健
師
に
よ
る

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
に
６
カ
月
以
上
ひ
き
こ
も

り
、
学
業
や
仕
事
に
就
か
ず
、
家
族

以
外
の
人
と
親
密
な
対
人
関
係
が
も

て
な
い
状
態
が
続
い
て
お
困
り
の
ご

本
人
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
一
人
で

悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

月
〜
金
曜
日 

（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
） 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

対
象
者　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の

ひ
き
こ
も
り
の
本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

相
談
方
法　

電
話
相
談（
随
時
）も
し

く
は
来
所
相
談（
予
約
制
）

費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　

宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）

　無料で弁護士が相談を
お受けします。
　１回の相談人数は８人
までで事前に予約が必要
です。定員に達した場合は
受付を終了します。
 ９月１9日㈫14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 ９月13日㈬14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会

本所（℡70－1251）まで

お問い合わせください。
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「あせらず、おごらず、あきらめず」－あいなん音故地新－
　鍼灸の勉強を始めて三年目。あと半年で国家試験というところで、勉強に苦しめられているあ

たし。音楽もセーブして乗り切りろうとしてるけど、それがまた歯痒くて悪循環。そんなあたし

のところに、メッセージが届いた。

　10年くらい、テノヒラを応援してくれてる人からやった。彼女は東京の大学病院で医師として

働いてる。出会った頃はまだ医学生やった。その彼女があたしに“私が国試の時、本当に何度も

kikuさんの歌声に、テノヒラの音楽に救われました”と、書いてあった。

　壁にぶつかったり、落ち込んだりして、諦めそうになると、不思議と素敵な言葉やお話をもら

う。底から掬い上げてもらったような、誰かに大丈夫、って言われてるみたいな…。“救われた”

という彼女からのメッセージにあたしが救われた。

　自分の作った音楽が、それを必要としてくれる誰かに届くのは嬉しい。それがあたしの音楽を

続ける理由。たった一人でもいい。売れているとか売れていないとか、プロだ、アマチュアだと

かそんなことは関係ない。自分の信じた音楽が誰かに力を注いだっていう喜びは何事にも代え難

い。歌にせよ、ステージにせよ、ひとつひとつ積み上げればいつか花が咲くやろう。

　祖母が教えてくれた美空ひばりさんの言葉。“あせらず、おごらず、あきらめず”　　　　　　

（テノヒラkiku）

　鮮度の良いイワシが豊富に水揚げされる愛南町では、

昔から丸干しが作られている。地元でホータレと呼ばれ

るカタクチイワシとともに、ウルメイワシがよく知ら

れており、重宝される。ウルメイワシは通年で水揚げさ

れ、魚体も8㎝～20㎝ほどと幅がある。

　樽見にある武久海産の作業場では、慣れた手つきで15

名ほどの作業員が加工作業を行っていた。その日に水揚

げされた魚を仕入れ、大きさによって7～8段階に選別す

る。脂の乗りなど、魚の状態を見極めてから塩加減を調

整したりと、細かい部分にこだわっている。

　丸干しを作り続けて40

年以上が経つという西口さ

ん。「水揚げされる魚はい

つも同じじゃないから、毎

日が違う条件。それが苦労

であり、やりがいでもある」

と話す。おすすめの食べ方を聞くと、

「鮮度が良いので炙るだけ」というシン

プルな答えが返ってきた。「美味しかっ

たと言われるのが一番嬉しい」と笑顔

を見せ、作業を続けた。

 あいなん物産探訪 その⑭
――――――――――――――――

「ウルメイワシの丸干し」

株式会社武久海産

代表取締役　西口　弘
ひろし

さん

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ

▲塩加減にこだわって作られたウルメイワシの丸干し

▲真剣な表情で作業を行う西口さん

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます
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子どもたちの笑顔と

　子育てサポートをご紹介します。

●緑保育所

プールだぁーいすき♡　ともだち だいだいだぁーいすき♡

●船越保育園　うめ・さくらぐみ

「ジャブジャブニンニン」忍者に変身がお気に入り。

プール楽しいよ。

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

9月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問 合 せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

12日㈫：キッズ体操

21日㈭：親子ヨガ

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問 合 せ

御荘保育所内 ☎72-0598

1日㈮・8日㈮・15日㈮・22日㈮は

夢創造館で行います。

13日㈬は育児講座があります。

作って楽しもうを予定しています。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　月～金曜日・第1日曜日 10:00～16:00

問 合 せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

5日㈫：『おはなし会』 10：30～

13日㈬：『ベビーマッサージ交流』 10：30～11：30

　　　　乳児親子&妊婦（※要予約）

15日㈮：子育て研修『ことばの発達』 10:30～11:30

　乳幼児親子、興味のある方（※要予約）

29日㈮：出張『わんぱく』 10:00～11:30

　陶芸遊び　城辺保健福祉センターにて（※要予約）

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談　 ☎73-1111

問 合 せ

生涯学習課内 ☎73-1112

14日㈭、28日㈭13：00～15：00

その他の曜日は電話でお問い合わせください。



SAT

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課または各支所まで連れて
来てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※10月の引取日は、4日、11日、
18日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

秋分の日
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救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（10月の収集は20日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（10月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（10月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（10月の収集は2日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター  9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海保健福祉センター
　10：00～11：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●久良ふるさとセンター
　12：30～14：00

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年6月1日～7月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中浦交流館  12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●緑基幹集落センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

10月の主な行事予定
 1日（日）
 2日（月）
 3日（月）
 5日（木）
　〃
11日（水）
　〃
　〃
12日（木）
15日（日）

16：00～17：30
9：30～17：30

10：00～15：00
9：00～16：00

　11：00～13：00
　8：30～15：00
13：00～15：00
13：00～15：00
9：00～16：00
9：00～15：00

えひめ国体女子サッカー競技 監督会議16：00～
えひめ国体女子サッカー競技 1回戦 ①9：30～②11：30～③13：30～④15：30～
えひめ国体女子サッカー競技 準々決勝 ①10：00～②12：30～
消費生活相談員相談日
えひめ国体女子サッカー競技 3位決定戦 11：00～
第37回 南宇和郡小学校陸上競技大会
行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
行政なんでも相談（内海・一本松・西海地域）
消費生活相談員相談日
愛南まるゴチ秋の味覚祭&愛南まるゴチリレーマラソン

御荘文化センター
あけぼのグラウンド
あけぼのグラウンド
本庁2階
あけぼのグラウンド
南レク城辺多目的広場
城の辺学習館、御荘文化センター
DE・あ・い・21、一本松支所、西海公民館
本庁2階
レクザム愛南工場敷地内

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

八朔相撲大会 
●緑ふれあい広場土俵
  14：00～21：00

愛 - 1グランプリ2017
●南レク城辺多目的広場
　11：45～17：00

生涯学習講座 考古学講座
「（仮）貝塚から見る動物の利用方法」
●御荘文化センター 13：30～15：00

はなとりおどり（増田）
●増田 安養寺
　13：00～

認知症学習会
●DE・あ・い・21
　14：00～15：30



ご家庭の
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メモとしても
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救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（10月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（10月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（10月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（10月の収集は26日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（10月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（10月の収集は24日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター　10：00～11：30

犬
●環●環

8

新

御

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

胃がん検診
●城辺保健福祉センター
　7：00～8：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　12：30～14：00

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H29年1月16日～H29年3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

胃がん検診
●内海保健センター前
　7：00～8：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●DE・あ・い・21　12：30～14：00

10月4日㈬

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●赤水公民館　12：30～14：00

10月6日㈮

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

２０１７年
平成２９年９月暮らしカレンダー

行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
●城の辺学習館、御荘文化センター

行政なんでも相談
（内海・一本松・西海地域）
●DE・あ・い・21、一本松支所、西海公民館
　13：00～15：00

第51回 南宇和郡中学校
新人総合体育大会
●南レク城辺球場ほか
　8：30～16：00

平成29年第3回愛南町議会定例会初日
●本庁3階議場　10：00～
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相撲で活躍 ! 次は四国大会へ

8/6

　愛媛県総合運動公園相撲場で「2017 愛媛県

小学生相撲選手権大会」が開催され、16 チーム

103 名が出場して競いました。

　本町から出場した選手も活躍し、そのうち３名

が８月 27 日㈰に開催される「第 66 回四国四県

対抗相撲選手権大会」の出場権を獲得しました。

【大会結果は次のとおり（全て個人戦）】

小学２年生の部

　準優勝　宇野稜
りょう

佑
す け

 （城辺小）

小学４年生の部

　５　位　尾崎永
えい

真
しん

（平城小）　四国大会出場

小学５年生の部

　優　勝   福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

（平城小）　四国大会出場

小学６年生の部

　優　勝   宇野伊
い

央
お

里
り

（城辺小）　四国大会出場

わんぱく横綱として土俵入りを披露する福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

くんと

太刀持ちを務めた宇野伊
い

央
お

里
り

くん

わんぱく相撲全国大会 2 連覇の快挙を達成した福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

くん

快挙達成 !

福原くんがわんぱく相撲連覇 !!

7/30

　７月 30 日㈰東京両国国技館で第 33 回わんぱ

く相撲全国大会（主催：公益財団法人日本相撲協

会、公益社団法人東京青年会議所）が行われ、町

内から出場した福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

くん（平城小５年）が

昨年に続いて個人戦で優勝し、大会連覇の快挙を

成し遂げました。

　今年は立ち合いを強化して大会に臨んだ福原く

ん。「相撲は、自分も強くなるし友達も増えるの

でおもしろい。これからもっと自分を強くして３

連覇を狙いたい。」と力強く話しました。

　大会は各地区予選を通過した小学４～６年生の

約 400 名が出場して学年別にトーナメントが行

われました。

写真左から：福原丈
じょう

一
い ち

朗
ろ う

くん、宇野伊
い

央
お

里
り

くん、宇野稜
りょう

佑
す け

くん
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レクバレーで親睦

7/23

　愛南町御荘 B&G 海洋センター体育館で第

31 回愛南レクバレーボール大会が開催され

ました。

　レクバレーを通じて参加者の親睦を図り、

健康の保持増進を図ることを目的に行われた

もので、１部（年齢不問）、２部（50 歳以上）

の各リーグに 4 チームずつが出場して総当

たりで、優勝をめざして競いました。

【大会結果】

　優勝　１部　ヴィアンカ

　　　　２部　ワンピース

第６回　愛南御荘湾交流会

7/22・23

　南レク城辺公園野球場で愛南平城ソフトボールク

ラブと柏スポーツ少年団の合同チームと県内のソフ

トボールチーム北伊予岡田、味生味酒、高津、浮穴

の５チームが交流会を開催しました。

　両日は、ファーストピッチ・ミニソフトボールの

試合だけでなく、南レクサンパールプールでの交流、

親睦会を開催し、子どもたちのたくさんの笑顔を見

ることができた交流会になりました。

優勝　１部

ヴィアンカ

優勝　２部

ワンピース
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二神 明
あ

日
す

美
み

さん

済美高等学校女子剣道部３年（城辺中学校出身）

出場種目（えひめ国体）

　剣道　少年女子団体戦

会場   愛媛県武道館（松山市）

大会に向けた意気込み

今大会に向けて厳しい練習をこなしてきました。国

体では強気で臨み、自分の力を信じて思い切った試

合がしたいです。今までやってきたことを出し切っ

て日本一を目指します !

中道 穂
ほ の

香
か

さん

南宇和高等学校水泳部２年

出場種目（えひめ大会）

　水泳　自由形 50m ／背泳ぎ 50m

会場   アクアパレットまつやま（松山市）

大会に向けた意気込み

金メダルと大会新記録が目標です。愛媛県で開催さ

れる大会なので、地元の方もたくさん見に来てほし

いし、結果を出してこれまで応援してくれた方々に

恩返しがしたいです

佐々木 剣
け ん

心
し ん

さん

南宇和高等学校相撲部３年

出場種目（えひめ国体）

　相撲　少年男子団体戦

会場   乙亥会館（西予市）

大会に向けた意気込み

相撲の魅力は引き分けがないところ。勢いのある相

撲が理想なので、得意の突き押しで前に出る相撲が

したいです。自分らしい力強い相撲が取れるように

頑張ります

土居 佑
ゆ う

也
や

さん

南宇和高等学校相撲部２年

出場種目（えひめ国体）

　相撲　少年男子団体戦

会場   乙亥会館（西予市）

大会に向けた意気込み

得意の左回しを取って前に出る相撲がしたいです。

高校生になって初めての全国大会なので、活躍でき

るように、そして優勝を目指して頑張ります

出場選手紹介
9 月から 10 月にかけて県内全域で開催される「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ

大会」に出場する愛南町関係選手（在住者・出身者）をご紹介します。
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　長
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛

南

文

芸

西
海
俳
句
会

夫
の
逝
き
長
子
は
病
み
ぬ
五
月
闇

吉
田
　
笑
代

夕
立
や
こ
の
畑
も
も
う
止
め
る
歳

浜
木
チ
ズ
エ

天
の
川
早
死
の
夫
偲
び
つ
つ
　

利
根
早
智
江

洗
濯
の
乾
く
幸
せ
梅
雨
明
け
る

吉
田

朝
子

　
西
部
劇
時
折
観
て
は
土
用
干

吉
田

弘
定

み
な
み
う
わ
俳
句
会

大
輪
の
腹
に
響
き
し
大
花
火
　
　
　

松
本
ヤ
ヨ
ミ

舌
見
せ
て
は
し
ゃ
ぐ
園
児
ら
か
き
氷

木
村
　
智
子

手
花
火
を
囲
む
笑
顔
の
仄
明
か
り
　

田
口
ひ
さ
子

焼
茄
子
の
爆は

ぜ
て
早さ
み
ど
り緑
現あ

る
る
か
な
　

小
島

泰
子

花
火
待
つ
ね
む
り
の
中
に
打
ち
上
が
る

竹
村
　
勝
利

ど
く
だ
み
の
花
色
白
の
夢
二
の
絵

中
川
千
代
子

懐
か
し
き
山
下
清
の
花
火
か
な

若
林
八
重
子

　
車
上
よ
り
夕
焼
の
海
合
掌
す

濵

初
榮

檳
榔
子
俳
句
会

昼
寝
覚
ポ
ン
ポ
ン
船
の
遠
ざ
か
る

若
山

節
子

夏
来
る
父
と
空
手
の
幼
女
子
　

吉
田
　
朝
子

叱
ら
れ
し
涙
の
光
る
昼
寝
の
子
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

入
道
雲
に
つ
ま
ま
れ
そ
う
な
海
の
子
ら

山
口

和
子

昼
寝
覚
五
体
は
未
だ
夢
の
中

山
口

　
菫

緑
さ
す
陶
芸
展
の
人
の
浪
　
　
　

濵
野
　
康
子

反
抗
期
の
毛
脛
う
っ
す
ら
昼
寝
時
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

　
父
に
会
ふ
こ
と
も
叶
は
ず
昼
寝
覚
む

井
上

論
天

内
海
俳
句
会

雷
鳴
に
灯
台
青
く
喘
ぎ
け
り

行
き
所
な
く
て
残
暑
を
連
れ
歩
く

太
田

信
子

泡
沫
の
夢
幻
を
曳
き
ぬ
秋
蛍

草
い
き
れ
脱
藩
の
志
士
駆
け
抜
け
ぬ

岩
森
十
志
子

７月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

７月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－ 13 世帯）

●愛南町の高齢化率　40.5％

10,517

22,201人　口 （－ 39 人）

世帯

人

男 （－ 13 人）10,464

11,737女 （－ 26 人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　26,889 人

～タイフーンの巻～

編集後記
　南宇和高校の生徒が魚類養殖会社に勤め
る職業体験。初めての試みを取材しました。
まだ４日目だというのに会社の人が「戦力」
と期待するほど、大人に交じってたくまし
く働く高校生。
　将来を見据え、必要な経験を積みたいと
貪欲にチャレンジする彼らが将来、町の水
産業のリーダーに成長することを願います。
　それにしても、そのスタミナは無尽蔵。「午
後からは部活です！」驚く私を尻目にさっ
そうと自転車に乗る彼ら。若いってすばら
しい！

愛南町の世帯数と人口 平成 29 年 8 月 1 日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa 青春！食育！
high school　～農業科活動日記～

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　世界陸上ロンドンが終わりました。日本
チームの男子 400m リレー銅メダルや、ウ
サイン・ボルト選手の現役最後のレースな
ど、見所の多い大会であったように思いま
す。
　今月号ではえひめ国体の出場選手を紹介
しましたが、えひめ大会（第 17 回全国障
害者スポーツ大会）に出場する中道穂香さ
んは、「障がい者スポーツのことをもっと
多くの方に知ってもらいたい」と話してい
ました。国体とともに、えひめ大会にも注
目したいと思います。

制作：南宇和高校美術部　武久 杏
り

緒
お

さん

YW

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

アカデミー
愛南町水産人材育成事業
第1回「ぎょしょく教育について」を実施しました！

食育

　7 月 22 日㈯うみらいく愛南で南宇和高校の学生を対象にした、愛南町水産

人材育成事業を開催しました。将来水産の分野に進学や就職を目指す学生の応

援のため、関係機関の協力を得ながら講座等の事業を実施しています。

　この事業は、年 4 回実施していて、今回は、「ぎょしょく教育」をテーマに「水

産関係の職業について」の講義と、特産品で

あるマダイを 1 匹全部使い、さばくところか

ら調理実習を行いました。参加した学生は、

講義では、積極的にメモを取りながら真剣に

話を聞き、調理実習では、養殖と天然の味の

違いなどの食味体験も行いました。

　7 月 12 日㈬から 15 日㈯、沖縄県に学校の代表 3 名が販売実習に行き
ました。その時の様子を紹介します。
　1 日目、松山空港から那覇空港まで移動し、名護市にある勝山シークワー
サーを視察しました。ここでは、無農薬栽培を行っていて果汁はもちろ
んのこと果皮や種を乾燥させて利用するなど無駄のない農業の在り方を
学ぶことができました。ジュースやジェラートの販売も行っています。
　2 日目は廃校となった学校を利用して、農業・自然・健康をテーマにし
た教育ファーム事業を営む「農業生産法人㈱あいあいファーム」を視察
しました。6 次産業化にも取り組んでおり、担当者からの説明を聞き、実
際に自分の目で見ることにより、町の活性化につながっていると感じる
ことができました。その後、沖縄県立中部農林高等学校に行き、販売の打
ち合わせと施設見学を行いました。この学校では月 1 回学校内で「中農市」
という農産物販売を行っているそうです。また、「バナナ」や「マンゴー」
の栽培を授業の一環として行っていることを知り驚きました。
　3 日目以降の研修や実習の様子は次の号で紹介したいと思います。

参加者　1 年 1 組　石野澪
れ い 　 り

里（城辺中出身）、2 年 4 組　田中李
り

奈
な

（城
辺中出身）、3 年 1 組　河野礼

れ い

奈
な

（城辺中出身）

沖縄販売実習に行ってきました （ヾ̂ω̂）ﾉ

勝山シークワーサー視察

中部農林高等学校施設見学

あいあいファーム視察①

あいあいファーム視察②
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